
説明事項

　承ります。

入院診療計画書
患者氏名　　　　　　　　　　　　殿

ID No.　　　　　　　　　　　　　　

病名等は、現時点で考えられるものであり、手術後に変わり得るものです。
入院期間については、現時点で予想されるもので、延長を要する場合があります。

  腹腔鏡下（子宮筋腫核出術・卵巣嚢腫摘出術・ダグラス窩癒着開放術）・その他（　　　　　　　　　　　　）を受けられる方へ
　　　／　　　手術前日（入院） 　　　／　　　手術当日 　　　／　　　1日目 　　　／　　　2日目（退院）

治療 ・夕方麻酔医から、問診や麻酔の説明があります。・（手術室・9時頃）から点滴をはじめ、翌日の10時頃終わります。

（日曜日入院の方はありません） ・手術前に緊張をほぐす注射をします。 ・持参された薬を飲みはじめます。

・普段から飲んでいる薬がある場合は ・手術後は痛み止めを準備しています。 （手術後は飲み方が変わる場合もありますので、看護師からの説明後飲んで下さい）

　看護師へ知らせて下さい。

検査・処・診察は原則ありません。 ・手術室に行く前にテープのアレルギーの ・7～8時頃採血をします。 ・診察は原則ありません。

　判定をします。 ・9～10時頃傷の消毒をして防水テープを （診察で異常があれば退院を延期することが

・テープのアレルギーがないかテストします。 ・手術室で血栓予防の包帯と機械をつけます。 　貼ります。 　あります）

　判定は翌日です。 （別に配布したパンフレットを参照して下さい） （お腹に管が入っている場合は同時に

（はがれた場合は知らせて下さい） 　消毒・抜去します）

・朝8～9時に病棟担当医師が訪室することがあるため，できるだけ病室にいらして下さい。

活動 ・特に制限はありませんが病棟外に出るときは、 ・緊張をほぐす注射をするまでは ・午前中から歩行開始予定です。 ・特に制限はありませんが病棟外に出るときは、

　看護師に知らせて下さい。 　病棟内を歩いて構いません。 （はじめは看護師が付き添います） 　看護師に知らせて下さい。

・注射のあとはベッドで静かに休んで下さい。 ・歩行開始時に血栓予防の包帯と機械を

　はずします。

食事 ・昼食から準備します。 ・食べたり飲んだりしないで下さい。 ・朝から食事が始まります。 ・昼食まで準備します。

・24時以降食べたり飲んだりしないで下さい。

トイレ ・夕方に浣腸をします。 ・手術前にもう一度浣腸をします。 ・トイレまで歩行し、お小水の管を抜きます。

・手術中にお小水の管を入れます。 （その後はトイレに行って下さい）

（管はそのまま翌日まで入っています） ・おならやお通じが出たら知らせて下さい。

シャワー・19時頃までに浴びて下さい。 ・浴びられません。 ・消毒後防水テープの上から浴びられます。

（へその掃除と爪切りをして下さい）

・看護師から入院生活のご案内をします。 ・入れ歯、ヘアピン、眼鏡、コンタクトレンズ、 ＜退院後の生活＞

・「手術承諾書」「麻酔承諾書」を医師または 　指輪、下着ははずして下さい。 ・傷の消毒をする日は（　　月　　日）です。

　看護師に渡して下さい。 （ただし生理中の場合はショーツは着用できます） ・内診台での診察日は（　　月　　日　AM・PM）

　（ない場合は手術が受けられません） ・ご家族は部屋か病棟のロビーでお待ち下さい。 　担当は腹腔鏡外来です。

・診断書が必要なときは早めに医師に知らせて （病棟外へ出るときは看護師にお知らせ下さい） ・飲み薬・入浴・仕事・性生活について

　下さい。 ・手術終了後、ご家族へ手術の説明があります。 　説明します。

（場合により入院中に渡せないことがあります） ・退院後に心配や不安がある場合の対応方法に

　なお保険会社の入院証明書は退院後、外来で 　ついて説明します。
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